
令和７年度～

科目番号
※2

授業科目名
※3

学修目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

（77656） （防災・復興学入門A）

多様な自然災害のメカニズムや対応策・課題を地球科学，社会基盤学の観点か
ら総合的に理解することで，自然災害に対する問題意識を喚起する。合わせて，
被災地諸機関と協働して復旧・復興を推進するために必要な基礎知識を地域創
造学や観光学等の多角的視点から学修する。

1～4 〇

（77657） （防災・復興学入門B）

学校における安全管理・安全教育，災害に伴う医療・福祉・保健事業支援等につ
いて対応策や課題など，被災地諸機関と協働して復旧・復興を推進するために
必要な基礎知識を教育学，保健学等の観点から学修する。さらに，防災士として
将来地域社会で活動することを見据え，その際に必要となる基礎的な知識やス
キルを実務者からの講義や演習を通じて身につける。

1～4 〇

22001 アントレプレナー基礎 観光復興における起業企画を立案し，起業家精神を得る。 1 ○

22109 超スマートシティとSociety 5.0 防災・復興も見据えたSociety 5.0とスマートシティの概要について理解できる。 2 ○

22116 北陸観光産業論
被災地における今後需要の伸びが期待できる観光全般について，現状の把握と
今後の展望等，基本的な知識とその可能性を学修する。 2 ○

22121 北陸の都市・農村・文化
北陸地域の都市・農村における地域資源の特質を踏まえ，防災・復興における
各自治体が行っている政策の実例等を通じ，地方都市や農村の地域政策的課
題を理解する。

2 ○

22122 北陸の農林水産・製造業
北陸地域における農林水産業と製造業の現状と課題を踏まえて，防災・復興で
のスマート技術を活かした課題解決の方向性について，具体的な事例をもとに検
討する。

2 ○

32115
（77628）

観光資源開発論
（観光資源開発論）

被災地における観光資源の特性を理解し，国内外から旅行者を惹きつけるコン
テンツにブラッシュアップすることができる。チームでの演習を通し，他者と協働
する力を身につける。

1 ○

32118 観光資源マネジメント論
観光資源マネジメントに関する背景，考え方，手法，プロセス等について理解し，
被災地における観光資源マネジメントについて，具体的に提案することができ
る。

1 ○

32309 都市・交通デザイン
都市，交通システムのしくみやそのデザインについて理解して，防災・復興計画
などに応用できるようになる。 3 ○

32505 地域社会学
防災・復興を含めた，身近な地域社会の諸問題の解決方法について理論的に考
察することができる。 2 ○

32510 コミュニティ・デザイン論
防災・復興も見据えたコミュニティ・デザインの具体的な手法について事例を通じ
て学ぶとともに，住民参加による都市デザインを学修する。 2 ○

32520
（77646）

防災と観光
（防災と観光）

持続可能な観光と防災を両立させるためには，都市・交通計画の相互連携が必
要であることを理解し， 防災を考慮した都市開発や観光地の交通計画の設計手
法を学修する。

3
1～4

○

※3　（　　）は共通教育科目の授業科目名

※1　他学類開講の授業科目は、当該授業科目を開講する学類等のシラバスで確認してください。

プログラムを構成する科目　※1

※2　（　　）は共通教育科目の科目番号

プログラム名

防災・復興人材特別プログラム（観光デザイン学類）

プログラムのＣＰ（教育課程編成に関する基本的考え方）

　本プログラムは，アントレプレナーのマインドを醸成する科目，チームでの演習・発表を含む実践的な科目，まちづくり・地域社会など
を扱った復興後の知見も獲得できる科目で体系的に編成する。

教育内容・教育方法（教育課程実施）に関する基本的考え方

1．教育内容
（1）起業のプラン企画から防災・復興を学ぶ
　　アントレプレナー基礎
（2）まちづくり，都市デザインから防災・復興を学ぶ
　　超スマートシティとSociety 5.0，都市・交通デザイン，コミュニティ・デザイン論，防災と観光
（3）北陸地域，地域社会から防災・復興を学ぶ
　　北陸観光産業論，北陸の都市・農村・文化，北陸の農林水産・製造業，地域社会学
（4）観光資源から防災・復興を学ぶ
　　観光資源開発論，観光資源マネジメント論

2．教育方法
（1）「北陸観光産業論」「コミュニティ・デザイン論」は，反転授業のため，事前に講義動画を視聴して授業に臨むこと。
（2）「コミュニティ・デザイン論」は，英語で実施する。
（3）「観光資源開発論」は，講義のほか，チームでの演習・発表を行う。
（4）その他，具体的な教育方法は，シラバス記載の方法による。


